モアイの「危機語り」 : ラパヌイにおける危機学説の形成 by 後藤 明







































































いと示した。われわれがもらったのは 60 羽の鶏とバナナ 30 束でそれに対してリンネル布
を払った。それには彼らも大変満足した様子だった(Rapanui Museum 2004: 27)。 
人々は体型もよく、大きく強い筋肉をしている。背も高く、肌は黒いと言うよりも薄い








































みて、どんな宗教にも改宗できるように思われた(Rapanui Museum 2004: 59-60)。 
 
 ただし戦争のためか傷を負った者もいたとする。しかし弓を与えるとまったく使い方を
















が栽培されていたと書いている(Rapanui Museum 2004: 65)。味はよくないというが、多
様な作物が植えられていることを記している： 
 





















を一列になって進んでいる彼らに一人一人手渡した(Rapanui Museum 2004: 281-282)。[図
2] 


























(cited in Richards 2008: 26)。 
 1821年に訪れた交易船サリー(Surry)号の記録には「谷や丘の斜面は原住民の勤勉さを示
しておりすべて耕されていた。サツマイモやバナナの畑はその整然とした状態はこのよう
な程度の人々に期待できるものを遙かに超えていた」とされる(cited in Richards 2008: 35)。 
 次に 1822 年に来たアメリカの捕鯨船フォスター(Foster)号では「彼は原住民からたいそ
うな礼儀正しさで扱われた。彼らは 5～6000 人はいたように見える。彼らはしばしば二つ
に分かれて戦争をしていた。そして戦争が起こると捕虜はことごとく殺された。彼らは彼
にサツマイモや果物をほしいだけ供給した」(cited in Richards 2008: 37)。 
 翌 1823年に来たイギリスの捕鯨船スプリング・ブローブ(Spring Grove)号の記録では「海




































いから上陸するのはあきらめな。病気になっちまうからな」(cited in Altman 2004: 
5-6)・・・・(エイロが反対をおしきって上陸したとき)男たちは槍を持っていて、その先に
は鋭い石がついていた。原住民は大きく、体格もよく、ハンサムで太平洋の住民よりもヨ













































が、後者の量は限られている(cited in Ayres and Ayres 1995: 72-73)。[図 3] 
 


































1934 年から 35 年にはベルギー・フランスの調査隊が訪れ、その中で著名な民族学者の A.








































ないので多くの研究者はポイケの戦いを疑っている(Pelta 2001: 98)。 
  
3. 考古学者・植物学者・生態学者による危機の語り 






分析から人間が引き起こした森林伐採の証拠は 146 年から 676 年の間に見られる。アナケ













1. 初期居住期：A.D. 300-900? 小さな集団の居住。海鳥や魚介が重要な資源。 




下で 「政治的経済は建築的な顕示に向かう螺旋状の競争に傾いていった (2000: 272-3)。 
3. 退廃期(decadant)あるいはフリ・モアイ(Huri Moai＝モアイ倒し)期：1500-1772 













を生き延びるほど十分ではなかった(Kirch 2000: 275)。 
 
B. 植物学者・バーンとフレンリー 











思われる(Bahn and Flenley 1992: 177-178)。 
ロッヘフェーンは「島は大きな木が欠乏している」、ゴンザレスは「幅 6インチ以上の長
さを持つくらい太い木は一本もなかった」、フォレスターは「10フィート以上の高さを持つ









いるか、ということを示しているという(Bahn and Flenley 1992: 218)。 
 







 巨大なヤシや今は姿を消した種々の樹木の絶滅について理由は 6 つある。(1) 薪の使用、
火葬にも使われたのは焼けた人骨からも推測される。(2) 耕地拡大のための伐採、(3) カヌ
ーへの使用、木材と紐用の植物利用、(4) ネズミが椰子の実を囓った。 
 森林破壊は 900 年以前に人間が定住した後どこかの時点で始まり、ロッヘフェーンが到
着した 1722年までには終了していたはずだ。ヤシの実の例は放射性炭素で 1500年以前と
わかっているのでヤシが希少となったのはそれ以降だろう。ポイケはもっともやせた土地
で、ここのヤシは 1400年ころまでに姿を消している。森林開発に由来する木炭は 1440 年
頃に消えている。1640 年頃以降になると木炭に代わって草や芝やサトウキビの屑が燃料と
して使われたことがわかる。 
 フレンリーのデータでは 900 年から 1300 年の間にヤシや数種類の灌木の花粉が消滅し、
それに替わって草と芝の花粉が現れる。火葬ができなくなり、土葬ないしミイラ葬になっ










ァカヴァ(Moai Kavakava)像は極端な飢餓状態を表す[図 4]。その結果 1400年から 1600年
の間の最盛期から 1700年までに 70%の居住遺跡が減少している。 
 結論からすると森林破壊は人間定住後に始まり、1400 年ころに最盛期を迎え、場所によ












図 4 あばら骨の浮き出たモアイ・カヴァカヴァ像（ラパヌイ博物館展示） 
4. 危機語りへの疑問 
 








































残されているサンプルに統計的なバイアスを与えている可能性がある(Gill and Owsley 
1993: 58)。もちろん喧嘩とか小競り合いが起こり、それで怪我をすることもあったが死に
至らしめるような争いはなかったと思われる。傷を持っている事例もあったが、たいてい
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Tilburg 1994: 110)。 
 
 
図 5 石垣で囲った畑（アフ・トンガリキ附近） 
 
B.新たな考古学的見解 























イの衰退を説明はしないと確信している (Hunt 2006: 2)。 
 






















ら得られている、一方現在を示す年代は 1 メートルの深さから出ている。過去 200 年以上








かであるとする(Mulrooney et al. 2009: 147)。航海者の記録でも島民が健康的な様子が描か
れている。戦争も描かれていない。モアイ倒しはクックによって初めて記録された。また
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